
５ 「自分から動き出す授業」の道筋 
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【過程】 【学び手の学習の道筋】 

◆既習事項や生活体験との関わり

を意識した「めあて」の設定 

◆学習の見通しを持つ。考えたくな

ったり調べたくなったり学びたくな

ったりするような提示の工夫 

 

◆自分の考え（思い）が持てる展開

の工夫や時間の確保 

 

◆子ども同士の学び合いの場の設

定 

◆それぞれの考えが深まるような教

師のコーディネート力の育成 

 

◆学習を振り返る時間の確保 

◆めあてに沿った振り返りを行い、本

時の学びを整理するとともに、学

び方に対する自己評価を行う。 

付けたい力や目指す学びの姿、学習の道筋

等について、端的に表現する。 

自分の考えを持つ。 

学習課題を中心にかかわることを通して、

学び合い、認め合う。 

学習（単元）の初めと終わりでの自分の変容

を意識する振り返りを継続し、学びを活かそ

うとする意欲を引き出す。 

・ 学びの目的「何のために学ぶの

か」を明確にする。 

・ 児童生徒の学びの意欲を喚起する

ような「めあて」の提示や課題提示

をする。 

・ 既習事項や経験・知識などとつな

げる。 

・ 自己との対話を大切にする。 

・ 考えたことを書きまとめる。 

・ 考えを認める。 

・ 自分の考えを語れるようにする。 

・ 他者との対話を確保し、その形態

も工夫する。 

・ 聞き合う雰囲気を醸成する。 

・ 仕掛けたり、揺さぶったりしながら、

話合いを深めるための教師のコー

ディネート力を高める。 

・ 学びの実感や自己の変容を捉えら

れるようにする。 

・ 学習（単元）の中で出てきた言葉や、

板書を活かした振り返りをする。 

・ 時間の確保と習慣化を図る。 

【授業づくりの土台】 

課題と真摯に向き合い、個が思いを持って表現するとともに、相手を思い尊敬するような温かい
関係性のある集団・学級 
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